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●
１
月
１
日
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
、復
旧
活
動
に
携
わ
る
方
々

や
昨
年
起
き
た
豪
雨
災
害
で
今

な
お
復
旧
活
動
に
関
わ
る
方
々

に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
会
社
と

し
て
鉄
道
代
行
輸
送
を
組
合
員

一
丸
と
な
って
完
遂
す
る
決
意
で

あ
る
。

●
現
在
の
ご
利
用
状
況
は
、コ
ロ

ナ
前
と
比
較
し
て
、一
般
線
98
％
、

高
速
線
88
％
、準
高
速
線
68
％
、

貸
切
78
％
に
止
ま
っ
て
い
る
。23

年
度
の
上
半
期
の
決
算
状
況
は
、

営
業
利
益
△
１
５
０
百
万
円
の

赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、昨

年
一
年
間
で
40
数
名
の
乗
務
員

が
転
職
し
て
い
る
。

●
Ｊ
Ｒ
連
合
、Ｊ
Ｒ
西
労
線
方

針
に
則
り
、ベ
ア
１
０
，０
０
０
円

を
掲
げ
、２
０
２
４
春
闘
を
闘
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。臨

給
要
求
は
Ｊ
Ｒ
連
合・Ｊ
Ｒ
西
労

組
の
掲
げ
る
年
間
臨
給
で
行
く

の
か
、昨
年
と
同
様
の
半
期
臨
給

要
求
で
行
く
の
か
、３
月
１
日
開

催
予
定
の
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
方

本
部『
第
38
回
地
方
委
員
会
』

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
状
況
を
見
極
め

決
定
す
る
。バ
ス
会
社
支
援
を
お

願
い
す
る
。

●
安
全
の
確
保
こ
そ
が
最
も
重

要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、安

全
文
化
を
め
ざ
し
、自
然
災
害

に
備
え
、人
命
最
優
先
の
も
と
、

事
業
を
継
続
さ
せ
公
共
交
通

機
関
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す

こ
と
を
念
頭
に「
重
大
事
故
ゼ

ロ・重
大
労
災
ゼ
ロ
」及
び「
飲
酒

運
転
の
撲
滅
」を
掲
げ
て
き
た
。

昨
年
は
数
年
無
か
っ
た
労
災
事

故
が
１
件
発
生
。事
故
は
決
し

て
ゼ
ロ
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な

い
が
、限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け

る
こ
と
は
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。３
Ａ
輸
送（
安
全・安
定・安

心
輸
送
）、Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動（
当
た

り
前
の
こ
と
を・
馬
鹿
に
せ
ず
・

ち
ゃ
ん
と
す
る
）、Ｊ
Ｒ
西
労
組

お
守
り
手
帳
の
３
Ｈ（
初
め
て・

変
更・久
し
ぶ
り
）を
組
合
員
に

浸
透
さ
せ
て
い
く
。

●
一
昨
年
末
と
昨
年
で
２
名
の

組
合
員
が
脱
退
し
国
労
に
加

入
し
た
。
石
田
原
組
織
部
長
に

お
越
し
い
た
だ
き
、「
Ｊ
Ｒ
西
労

組
の
組
織
運
動
」に
つ
い
て
講

義
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
求
心

力
あ
る
組
織
作
り
に
つ
い
て
再

度
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

●
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
が

発
生
し
、お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
る
。

　

ま
た
、現
在
七
尾
線
の
不
通

区
間
と
、の
と
鉄
道
の
復
旧
に
向

け
昼
夜
問
わ
ず
奮
闘
い
た
だ
い

て
い
る
組
合
員
・グ
ル
ー
プ
会
社
・

協
力
会
社
の
皆
様
に
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
る
。

●
地
震
発
生
の
際
、指
令
員
と
交

信
が
で
き
な
い
な
か
、ウ
ェ
ザ
ー

ニ
ュ
ー
ズ
の
情
報
に
よ
り
大
津
波

警
報
の
発
令
を
受
け
、乗
務
員

間
で
連
携
し
自
ら
の
判
断
で
降

車
手
配
し
、高
台
ま
で
お
客
様

を
避
難
誘
導
し
、避
難
所
に
お
い

て
も
的
確
な
対
応
を
さ
れ
た
。

　

今
後
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

大
き
な
災
害
が
待
ち
受
け
て
い

る
中
、非
常
に
参
考
に
な
る
事

案
で
あ
る
。

●
１
月
２
日
に
発
生
し
た
羽
田

空
港
で
の
衝
突
事
故
で
は
、
同

じ
交
通
運
輸
産
業
で
働
く
仲
間

と
し
て
、
乗
務
員
の
的
確
な
対

応
、管
制
宮
と
の
確
認
会
話
、

我
々
も
教
訓
化
す
べ
き
こ
と
、学

ぶ
べ
き
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

こ
の
知
見
を
活
か
し
て
、我
々
の

取
り
組
み
に
も
反
映
し
て
い
き

た
い
。

●
新
た
な
近
畿
統
括
本
部
が
ス

タ
ー
ト
し
て
１
年
４
ヶ
月
。生
産

性
向
上
と
持
続
可
能
な
シ
ス
テ

ム
構
築
の
実
現
に
向
け
て
様
々

な
業
務
改
善
施
策
も
予
定
さ
れ

て
い
る
中
、間
接
部
門
の
社
員
は

ス
リ
ム
化
に
よ
り
一
人
ひ
と
り
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。今

後
も
働
き
が
い
が
あ
り
、希
望
の

も
て
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
を

創
り
あ
げ
て
い
く
た
め
に
労
使

で
議
論
し
て
い
く
。

●
第
３
四
半
期
決
算
に
お
い
て

３
期
連
続
の
増
収
・
増
益
。通
期

予
想
も
８
２
０
億
円
に
株
主
配

当
も
上
方
修
正
。そ
こ
で
減
額

を
受
け
入
れ
た
１・１
９
箇
月
を

ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
戻
し
て
い

く
の
か
、こ
こ
が
非
常
に
重
要
と

な
っ
て
く
る
。

●
分
会
の
レ
ク
や
歓
送
迎
会
な

ど
も
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら

か
、声
か
け
や
掲
示
だ
け
で
は
、

中
々
集
ま
っ
て
く
れ
な
い
と
の
声

も
頂
い
て
い
る
。青
年
女
性
委
員

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
明
る
く

楽
し
く
元
気
よ
く
、労
働
組
合

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
仲
間
づ
く

り
を
実
践
し
、組
織
強
化
を
し

て
い
く
。

●
昨
年
12
月
５
日
、岡
山
地
本
管

内
に
お
い
て
触
車
死
亡
労
災
が
発

生
。中
国
協
議
会
を
通
じ
て
緊
急

申
入
れ
を
行
う
と
と
も
に
、緊
急

地
本
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、事

故
の
概
況
の
周
知
や
課
題
の
集
約

を
行
い
、今
後
の
岡
山
地
本
の
取

り
組
み
の
見
直
し
や
検
証
に
つ
い

て
、執
行
部
全
体
で
議
論
を
行
っ

た
。ま
た
、２
月
11
日
に
は
、本
部

と
と
も
に
糸
崎
駅
構
内
の
触
車

事
故
現
場
へ
行
き
、安
全
を
誓
う

取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、４
月
に
、Ｊ
Ｒ
西
日
本

連
合
岡
山
地
本
独
自
で
安
全

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
も
計
画
し
て
い

る
の
で
、本
部
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
。

●
２
０
２
４
春
闘
で
、ど
う
し
て

も
勝
ち
取
っ
て
ほ
し
い
の
は
、作

業
責
任
者
手
当
の
増
額
で
あ

る
。安
全
管
理
や
工
程
管
理
を

は
じ
め
、職
務
内
容
の
大
変
さ
を

考
え
る
と
安
す
ぎ
る
。

●
業
務
課
題
に
つ
い
て
、こ
れ
ま

で
の
組
織
改
編
各
種
施
策
を
経

て
、組
合
員
か
ら
頂
く
声
で
一
番

多
い
の
が「
回
っ
て
い
な
い
」と
い

う
言
葉
で
あ
る
。例
え
ば
中
国
統

括
本
部
設
立
や
電
気
技
術
セ
ン

タ
ー
化
に
つ
い
て
、振
り
返
り
交

渉
を
し
て
き
た
が
、未
だ
組
織

と
し
て
安
定
飛
行
に
達
し
て
い

な
い
。そ
れ
な
の
に
、次
々
に
施

策
提
案
が
来
る
。

　

そ
の
最
た
る
問
題
が
要
員
に

関
す
る
も
の
で
、会
社
は「
大
文

夫
で
す
。」と
は
言
って
い
る
も
の

の
、こ
ち
ら
か
ら
見
れ
ば
回
っ
て

お
ら
ず
、支
社
時
代
の
時
の
よ

う
な
、普
段
会
話
を
交
わ
す
余

裕
も
な
い
た
め
、コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー

シ
ョン
も
低
下
し
て
い
る
。

●
こ
れ
ま
で
の
施
策
を
振
り
返

り
、元
に
戻
す
べ
き
と
こ
ろ
は
元

に
戻
す
、間
違
え
て
削
っ
た
と
こ

ろ
は
補
修
す
る
。地
本
と
し
て
も

対
応
は
す
る
が
、安
全
を
毀
損
す

る
前
に
、本
部
に
お
い
て
も
議
論

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
Ｎ
Ｓ
制
度
を
２
０
２
５
年
に

廃
止
す
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

考
え
方
に
反
対
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、現
在
Ｎ
Ｓ
運
用
さ
れ
て

い
る
組
合
員
を
守
って
い
た
だ
き

た
い
。

●
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、１
月
17
日
、岡
山
県
副

知
事
へ
の
自
治
体
訪
間
を
実
施

し
た
。

　

岡
山
地
本
で
は
、「
持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通
を
つ
く
る

Ｊ
Ｒ
連
合
政
策
提
言
」に
つ
い

て
、政
策
の
浸
透
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
。芸
備
線
や
そ
の
他

多
く
の
ロ
ー
カ
ル
線
を
抱
え
る

地
本
に
対
し
、本
部
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
等
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が

た
い
。

はじめに
　能登半島地震について、今回の地震は何千年
に一度の地震だったと言われている。陸路が寸断
されており、復興が進んでいないようだ。今後、連
合からの要請にもとづきボランティアを中心に支
援をしていきたい。
安全について
　今年は新たな安全考動計画が策定された初
年度であるが、2件もの死亡労災を発生させた。今
後は2度と死亡労災を発生させてはならない。これ
までも何度も申し上げているが、仲間を失うという
ことは、その人の人生を止めるということであり、家
族や仲間を悲しませることになる。さらには会社の
信頼まで失墜させることにもなる。まずは、自分の
命を守るということが重要である、そのためにもＡ
ＢＣ運動（当たり前のことを馬鹿にせずちゃんとす
る）を言い続けているが、当たり前のことを当たり
前にすることは意外と難しい。私たちは日常生活や
日々仕事をする中で、悪気があるわけではないが
手抜き行動をしている。安全を守るためには、この
手抜き行動をいかに無くすかが大事であり、これ
が当たり前のことを当たり前にすることに繋がる。
　仕事をする上でも様々なルールなどがあるが、
安全衛生法や触防などもそうであるが、誰かの
犠牲のもとでそれらのルールや基準が定められ
ている。それらを守ることで自分の命を守らなけれ
ばならない。そうでなければ仲間やお客様の命は
守れない。
　昨年の感電労災で改善されることになった停電
チェッカーであるが、自分の静電気にも反応すると
いう過剰反応を繰り返しており、オオカミ少年的に
なっていたが、反応した際に、もしかしたら電気が
流れているのでないかと疑い、確認するというひと
手間の行動があれば、感電が防げたかもしれない。
このひと手間はもしかしたら面倒くさいのかもしれ
ないが、命を守るためには必要な行動である。
　繰り返しになるが、当たり前のことを当たり前に
する、手抜き行動をしない、さらにはひと手間かけ
るいうことで、安全を守っていただきたい。
　お客様の命を守るという観点で、今回の能登半
島地震発生時の津波警報に対する七尾線での
お客様避難誘導が迅速に行われたと金沢地本
から聞いたが、津波の際にお客様を避難誘導する
ルールが定められており、それをまさに的確に実
践したと言える。これは日ごろの訓練の賜物であり、
褒められる行動である。また、1月2日の羽田空港
での事故の際に短時間で300人を超える乗客を
避難させたことも日々の訓練の成果であると思う。
　4月25日に開催する事故を決して忘れず安全を
誓う集いに航空連合の方をお招きしており、日々
の訓練など安全の取り組みについて学びたい。
２４春闘について
　ベースアップ10,000円は決して高水準の要求
ではない。昨年はJR西労組初の3,000円の満額
ベアを勝ち取ったが、他の産業はそれ以上のベア
を獲得し、コロナから早期回復した企業は一昨年
もベアを獲得している。それらの産業に追いつくた
めには10,000円を本当に勝ち取りにいかなけれ
ばならない。さらには、地上職、工務系統について
は作業責任者手当だけではなく、何か新しいもの
が作れるかどうかはわからないが、これまで屋外
夜間作業が当たり前だったのが、今の若い世代は
当たり前ではなくなっていることから、これまで当た
り前であったものに対して、どう手当てしていくのか
ということになる。全員の賃金を上げるのはベアに
なるが、特定の系統に光を当てるということになれ
ば、何かの手当が必要になる。加えて、資格に対す
る手当についても工務系統から声が大きい。
　エリア手当については、国鉄時代の都市手当か
ら変遷してきた手当であることから、簡単に変える
ことができないかもしれないが、コロナ禍に広がっ
たテレワークにより、統括本部所在地以外のサテ
ライトオフィスで仕事をするスタイルが当たり前に
なっている。都市手当ができた時には想定してい
ない働き方に変化していることからも、新たな働き
方に応じた形に変えていかなければならない。さ
らに、発言のあった賃金昇進制度の見直しや賃金
逆転現象の解消などについても少し長い視点で
議論を進めていきたい。これらの見直しを進めるこ
とが人材の確保、定着に繋がるものと考えている。

　ボーナスについて、コロナ禍で受け入れた減額
分を取り戻す話が各地で出ている。一つだけ言
えるのは1.19箇月を取り戻すと言って決めた瞬間
にどこかに基準、線を引くことが必要になる。その
基準をいつにするのか、どの数字にするのか。例え
ば昨年の4.2箇月を基準とするのか、それともコロ
ナ禍で妥結した5.38箇月を基準にするのか、どの
水準から1.19箇月なのか、基準を決めると正直な
ところしんどくなる。
　ボーナスはそもそも業績に応じて支払われるも
のであり、業績に応じて変動するものである。わか
りやすい例が日本旅行であり、コロナ禍ではボー
ナスゼロであったが、業績が大きく回復した昨年
は今までにない水準のボーナスが支給された。鉄
道産業はコロナ禍前までは業績の変動が小さく、
年間臨給で安定的に支給することを労使で確認
してきたが、コロナ禍で大きく経営が悪化したこと
で、はじめて減額を受け入れた。それを取り戻すと
したらどうするか、実は決めきれないのが正直な
ところである。今後、コロナ前の水準に売り上げが
戻れば、利益が間違いなくコロナ前の倍ぐらい出
るのではないか。ただ、長期債務の利払いが200
億円規模であるため、簡単に大きな利益に繋がら
ないかもしれないが、利益がコロナ前を上回る水
準になれば、その時にはこれまでの上限を上回る
ようなボーナスを要求すべきであり、会社にもその
水準で出させるべきであると思っている。それを
もって取り戻すということにもなるため、非常に悩
ましいことである。ただ、減額のことを忘れてはい
ないということと、ボーナスとはそういうものである
ということを改めて知っておいてほしい。
魅力ある会社にするために
　魅力ある会社にするために、今回策定した提言
だけではないが、その提言を実現していくことが必
要である。策定過程において、青年女性委員会や
工務系統の組合員の皆さんから様 な々多くの意見
をいただいたが、その成果が今回の提言であり、そ
れを今後一つひとつ実現していきたい。コロナ禍を
経て私たちの価値観が大きく変化したが、会社側
も社員に向き合うというスタンスに変化してきてい
る。それが昨年の労働協約の多く成果でもあり、一
時金についてもそうである。コロナ禍前のスタンス
であれば協約にしても一時金にしてもあれほどの
成果にはなっていない。そういう意味でも会社の姿
勢が冷たい側から少し温かみのある側に寄ってき
ているのではないかと思うので、チャンスでもある。
　さらに、魅力ある会社にするためにはまだ職場に
残っているさまざまなハラスメントを無くしていかな
ければならない。ハラスメントについては就業規則
にも入っているが、過去の仲間の犠牲のもと盛り
込まれたものである。
　今でもこの会社は十分に良い会社ではあるが、
細部ではまだまだ課題の多い会社でもある。それ
らを一つひとつ改善、修正していくことでさらに魅力
のある会社になっていく。
　コロナ禍を経て、我々の価値観が大きく揺れ動
いている。世代によって価値観も異なる。まずは先
輩世代がしっかり受け止めることも大事であるが、
歩み寄りすぎる必要もない。お互いに歩み寄り、そ
れぞれの価値観の違いを認め合うようにしなけ
ればならない。これからは、それぞれの世代がお互
いの価値観の違いを理解したうえで、どのような仕
組みを作っていくのかが魅力ある会社にしていくた
めに大切なことである。これまで泊り勤務や屋外夜
間作業、転居を伴う転勤が当たり前であったが、
今の若い世代は当たり前ではない。当たり前だろ
と言った瞬間に議論が止まってしまうので、どのよ
うに減らしていくのかということを皆さんと一緒に
考えていきたい。
最後に
　私たちは、会社が悪いという言い方をよくするが、
会社に人格があるわけでなく、私たちは会社を構
成している社員、組合員である。会社が悪いと言っ
ているのは、半分は自分が悪いと言っているのと同
じである。であれば、どうすれば改善できるのかを
皆さん一人ひとりが考えてほしい。職場でできる小
さな取り組み、改善をぜひ実践してほしい。そういう
ところから少しずつ職場環境や労働条件を変えて
いただきたい。会社は人生の1/3を過ごすところで
もあることから、ぜひ楽しんで、笑顔で仕事をしてい
ただきたい。
　最後に、２０２４春闘の勝利に向けて、上村委
員長を筆頭にしっかりと闘うことを誓い、総括答弁
とする。 
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羽野書記長 総括答弁


